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宇
宙

そ

ら

の
声 

昨
年
度
、
宇
宙
部
は
多
く
の
活
動
や
大

会
に
参
加
し
、
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
た
。 

特
に
、
一
学
期
の
「
衛
星
設
計
コ
ン
テ

ス
ト
」、
二
学
期
の
「
宇
宙
甲
子
園
・
缶
サ

ッ
ト
部
門
」
お
よ
び
「
ロ
ケ
ッ
ト
部
門
」

へ
の
出
場
、
そ
し
て
三
学
期
の
「
鹿
児
島

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
」
へ
の

参
加
は
、
部
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
成
長

と
な
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
部
員
そ
れ

ぞ
れ
が
技
術
力
だ
け
で
な
く
、
課
題
に
向

き
合
う
姿
勢
や
チ
ー
ム
で
協
力
す
る
大
切

さ
を
学
び
、
部
と
し
て
の
結
束
が
よ
り
強

ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
の

現
場
に
触
れ
る
こ
と
で
、
宇
宙
開
発
の
奥

深
さ
や
難
し
さ
を
実
感
し
、
今
後
の
活
動

へ
の
意
欲
も
一
層
高
ま
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
活
動
を
実
現
で
き
た
の
は
、

顧
問
の
先
生
を
は
じ
め
、
鹿
児
島
大
学
・

第
一
工
科
大
学
・
九
州
工
業
大
学
の
学
生

や
先
生
方
、
肝
付
町
の
皆
さ
ま
な
ど
、
多

く
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
と
ご
助
言
の
お

か
げ
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
る
。 

今
年
度
も
「
宇
宙
甲
子
園
・
缶
サ
ッ
ト

部
門
」
へ
の
出
場
を
予
定
し
て
お
り
、
す

で
に
構
想
づ
く
り
と
製
作
を
進
め
て
い

る
。
昨
年
度
よ
り
さ
ら
に
進
化
し
た
缶
サ

ッ
ト
を
お
見
せ
で
き
る
よ
う
、
昨
年
の
反

省
を
生
か
し
な
が
ら
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。 

 

身
近
な
宇
宙 

 

半
世
紀
ぶ
り
の
月
有
人
飛
行 

２
０
２
６
年
４
月
２
日
、
ア
ル
テ
ミ
ス
Ⅱ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
Ｓ
Ｌ
Ｓ
ロ
ケ
ッ
ト
が
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙

セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
、
４
名
の
宇
宙
飛

行
士
を
乗
せ
た
オ
リ
オ
ン
宇
宙
船
「
イ
ン
テ
グ
リ

テ
ィ
」
が
宇
宙
へ
向
か
っ
た
。
ア
ル
テ
ミ
ス
Ⅱ
は

ア
ポ
ロ

17

号
以
来
約
半
世
紀
ぶ
り
と
な
る
有

人
月
周
回
飛
行
で
あ
り
、
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
に
お

け
る
最
初
の
有
人
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。 

打
ち
上
げ
後
、
オ
リ
オ
ン
は
近
地
点
・
遠
地
点

引
き
上
げ
マ
ヌ
ー
バ
を
完
了
し
、
月
へ
向
か
う
軌

道
へ
移
行
し
た
。
６
日
に
は
月
面
か
ら
約
４
，
０

０
０
マ
イ
ル
の
距
離
で
フ
ラ
イ
バ
イ
を
実
施
し
、

通
信
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
経
て
地
球
と
の
交
信

を
回
復
し
た
。
ま
た
、
飛
行
中
に
地
球
か
ら
の
距

離
が

25

万
マ
イ
ル
を
超
え
、
人
類
史
上
最
遠
の

有
人
飛
行
記
録
を
更
新
し
た
。 

４
月

10

日
現
在
、
オ
リ
オ
ン
は
自
由
帰
還
軌

道
に
乗
り
、
地
球
へ
の
帰
還
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て

い
る
。
ア
ル
テ
ミ
ス
Ⅱ
で
は
、
生
命
維
持
装
置
、

航
法
、
耐
熱
シ
ー
ル
ド
な
ど
、
将
来
の
月
面
着
陸

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
不
可
欠
な
技
術
の
有
人
環
境
下

で
の
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成
果

は
、
次
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
ア
ル
テ
ミ
ス
Ⅲ
に

お
け
る
有
人
月
面
着
陸
の
実
現
に
向
け
た
重
要

な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。 

 

宇宙からのささやき 

～何度も私は月の上で独り言を言った。これは月で、 

あれは地球だ。私は確かにここにいるのだと。～ 

アラン・ビーン 

NASAの宇宙飛行士、技術者。1969年１１月、人類で４番目に月面を歩いた。 

       

  

楠
隼
中
高
と
東
京
大
学
工
学
部
と
の
交
流
会 

高
校
宇
宙
部
も
参
加 

３
月
８
日
、
楠
隼
中
学
校
・
高
等
学
校
で
、
東
京
大
学
工
学
部
航
空
宇
宙
工
学
科
の
学
生

14

人
を
迎
え
た
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。 

こ
の
交
流
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
中
断
し
て
い
た
が
、
数
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。 

交
流
会
は
午
前

11

時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
の
２
時
間
と
い
う
短
い
時
間
だ
っ
た
が
、
参

加
し
た
生
徒
は
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
交
流
会
の
冒
頭
で
、
楠
隼
中
高
と
東

京
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。 

宇
宙
部
は
、
缶
サ
ッ
ト
（
模
擬
人
工
衛
星
）
を
中
心
と
し
た
技
術
的
な
質
問
を
東
大
生
に

投
げ
か
け
、
よ
り
専
門
的
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
東
京
大
学
で
も
缶
サ
ッ
ト
を
製
作
し
て

お
り
、
情
報
共
有
の
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
普
段
聞
け
な
い
話
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
の
声
が
上
が
っ
た
。 

今
回
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
来
年
、
再
来
年
も
継
続
し
て
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
楠
隼

の
特
色
の
一
つ
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

天
体
観
望
会
（
３
月
３
日 

皆
既
月
食
） 

２
０
２
６
年
３
月
３
日

18

時

50

分
頃
～

20

時

30

分
頃
、
楠
隼
の
校
庭
で
皆
既
月
食

の
天
体
観
望
会
を
行
っ
た
。
高
校
宇
宙
部
員
の
ほ
か
、
先
生
方
や
卒
業
式
を
終
え
た
退
寮
前

の
高
校
３
年
生
が
集
っ
た
。
今
回
の
月
食
は
、
東
の
空
に
昇
り
始
め
る
と
す
ぐ
に
欠
け
始
め
、

20

時
４
分
に
は
皆
既
と
な
り
、
と
て
も
観
望
し
や
す
い
時
間
帯
で
あ
っ
た
。 

楠
隼
に
あ
り
な
が
ら
長
年
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
反
射
望
遠
鏡
、
屈
折
望
遠
鏡
を
整
備

し
て
使
用
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
部
員
個
人
の
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
も
用
い

て
観
望
を
行
っ
た
。 

当
日
の
天
気
は
全
国
的
に
は
曇
り
だ
っ
た
が
、
肝
付
町
で
は
晴
れ
間
が
広
が
り
、
綺
麗
な

月
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
皆
既
に
な
る
と
、
オ
レ
ン
ジ
が
か
っ
た
赤
い
月
が
夜
空
に
浮

か
び
、
そ
の
様
子
に
「
思
っ
た
よ
り
赤
い
」「
感
動
的
」
と
魅
了
さ
れ
、
普
段
と
は
違
う
不
思

議
な
月
を
観
望
で
き
た
。 

次
に
日
本
全
国
で
皆
既
月
食
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
２
０
２
９
年
１
月
１
日
で
、

年
が
明
け
る
と
す
ぐ
に
（
０
時
７
分
）
月
が
欠
け
始
め
る
。 

今
年
度
も
宇
宙
部
で
は
天
体
観
望
を
行
い
た
い
。
ぜ
ひ
、
中
学
生
か
ら
も
希
望
者
を
募
り
、

中
学
宇
宙
・
技
術
部
の
反
射
望
遠
鏡
も
使
用
す
る
な
ど
、
よ
り
活
発
的
な
活
動
に
し
て
い
き

た
い
。
楠
隼
生
に
は
宇
宙
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
生
徒
も
多
く
、
個
人
的
に
望
遠
鏡
を
所
有

し
て
い
る
生
徒
も
い
る
。
将
来
的
に
は
よ
り
多
く
の
希
望
者
を
集
め
た
観
望
会
の
機
会
を
期

待
し
た
い
。
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
満
天
の
星
空
を
見
上
げ
る
感
動
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

 

新
入
部
員
の
意
気
込
み 

今
年
度
の
宇
宙
部
の
新
入
部
員
（
日
南
陽
一
さ
ん
）
に
、
意
気
込
み
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。 

「
初
め
ま
し
て
。
今
年
度
か
ら
新
入
部
員
と
し
て
高
校
宇
宙
部
に
入
部
さ
せ
て
い
た
だ
く
、

日
南(

ヒ
ナ
ミ)

で
す
。 

高
校
宇
宙
部
は
、
僕
が
楠
隼
中
学
校
を
受
験
し
た
一
番
大
き
な
理
由
で
も
あ
り
、
こ
う
し

て
無
事
に
入
部
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。(

３
年
間
、
こ
の
時
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。) 

僕
は
宇
宙
、
特
に
宇
宙
工
学
が
大
好
き
で
す
。
ど
れ
く
ら
い
好
き
か
と
い
う
と
、
親
か
ら

聞
い
た
話
で
は
、
２
～
３
歳
の
頃
に
は
す
で
に
拙
い
発
音
で
「
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
」
と
言

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
自
分
で
も
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
宇
宙
に
惹
か
れ
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
か
な
り
強
い
興
味
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。
宇
宙
部
で
は
、
父
の
影
響
で
学
ん
で
き

た
３
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
や
Ｃ
言
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
の
知
識
を
活
か
し
、

技
術
系
全
般
を
担
当
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
幼
い
頃
は
父
の
持
ち
物
を
分
解
し
て
よ
く

怒
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
経
験
も
今
の
興
味
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

宇
宙
部
で
挑
戦
し
た
い
こ
と
は
、
以
下
３
つ
で
す
。 

・
缶
サ
ッ
ト
の
制
作 

・

100
ｇ
未
満
の
自
律
飛
行
Ｕ
Ａ
Ｖ
（U

n
m

an
n

ed
 A

erial V
eh

icle

無
人
航
空
機
）
の
開
発 

・
小
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
の
開
発 

こ
れ
ら
を
短
い
高
校
生
活
の
中
で
実
現
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」 

←NASA のアルテミスⅡミッション

の乗組員をのせた宇宙船が 4月 10日

にカリフォルニア沖の太平洋に着陸

した。今回のミッションでは、初の女

性、初の有色人種、初の国際パートナ

ー宇宙飛行士（カナダ人）が月に滞在

した。（画像：NASA） 

画像：NASA 
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